【広告業】
	職種：媒体　　職務：メディアバイイング

【概要】

クライアントニーズに応える効果的な広告枠を媒体社から購入する仕事。

【仕事の内容】

メディアバイイングの仕事は、大別すると以下のとおりである。

①媒体社向け企画立案

　クライアントと媒体社の双方にメリットがあるよう、媒体社が提供する広告枠にふさわしいクライアントを媒体社に提案する。
②社内プロモート

　媒体枠をサポートするために、社内の営業担当者を通じてクライアントを集める。
③媒体購入、調整・管理

　クライアントの広告計画を予算内で満たすことができるよう、媒体社から効果的な広告枠を購入する。また、その過程で社内外関係者とのやり取りを調整し、取り仕切る。

【求められる経験・能力】

（１）　クライアントのニーズと媒体社のニーズをマッチできるよう、常に広告枠にふさわしいクライアントを想定し、営業などの関係者との間での連絡、相談を地道に続けることが求められる。

（２）　媒体社だけでなく、タレント事務所や番組プロデューサー、あるいは企画対象の業界を含め、幅広い人的ネットワークの構築が必要となる。

（３）　各種の広告素材の搬入・搬出を確認し、媒体社への発注を予算の範囲内に収める管理能力が必要である。

（４）　クライアントにとって最大の広告効果を上げられるよう、媒体別の広告出稿の時期、時間帯、場所などについて調整し、判断する能力が求められる。

（５）　頻繁に起こり得る広告の放送・掲載変更に対しては、媒体社から納得のいく説明を受け、クライアントに説得する交渉能力が求められる。
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